
 

 

2025 年 7月 9日 

各専攻長、施設長 殿 

理学系研究科 環境安全管理室長 

常行 真司 

野外活動中の熱中症対策の強化について 

 

日頃より、環境安全衛生の確保にご配慮いただきありがとうございます。 

先般、当部局が実施した野外での学生実習（教員・職員・TA 計 8 名、学生 22 名参加）におい

て、参加者 2 名が熱中症となり、うち 1名が救急搬送される事案が発生しました。 

これを受けて、野外や高温多湿な環境下で活動する構成員が熱中症に関する正しい知識を身につ

け、適切な対策を講じられるよう、環境安全管理室WEBポータルに「熱中症対策」に関するペ

ージを設け、以下のとおりご案内いたします。専攻・施設内で広くご周知いただきますようお願

いします。 

【熱中症対策】※当室WEBポータル内 英語版あり （UTokyoID でログイン） 

https://univtokyo.sharepoint.com/:u:/r/teams/Teams.esmo.s/esmo/SitePages/%E7%86%B1%E

4%B8%AD%E7%97%87%E5%AF%BE%E7%AD%96.aspx 

 

⚫ 特に研究室・講座・実習の主宰者、業務の責任者は、チームメンバーへの適切な指導・管理

を行うようお願いいたします。 

⚫ 熱中症などにより救急搬送が必要となる事態が発生した場合には、必ず理学部防災センター

（TEL：03-5841-4016） までご連絡ください。 

⚫ 新規にWBGT （ さ指数）計を導入しました。貸し出し希望の場合は環境安全管理室までご

連絡ください。 

⚫ 令和 7年 6月 1日より、職場における熱中症対策を強化するため、改正労働安全衛生規則が

施行されました。詳細は別紙リーフレットをご確認ください。 

事故発生日時：6月 21日（土） 

概要：実習地は日陰の少ない海辺の岩場で、当日は快晴。開始時に熱中症への注意喚起を行っ

ていたが、昼食後の 14:50 頃、被災者が体調不良を訴え、教員が確認したところ自力での移動

が困難な状態であったため、日陰に移動させ水分補給・冷却処置を行った。その後も回復が見

られなかったため、15:10 に救急搬送された。（その後、もう 1名が熱中症となった）。 

なお、被災者は治療より回復し、当日中に退院した。 

問い合わせ先 

環境安全管理室 吉田・瀬川・小林 

kankyo.s@gs.mail.u-tokyo.ac.jp 

内線 28868 
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